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令和７年度 広報武雄編集業務 仕様書 

 

1 業務の概要 

(1) 目的 
本業務は、市が毎月発行する広報誌で、市民にとって必要な行政情報等を読んでもらうため、前半

導入部分である「特集ページ」を訴求力があり、かつ、読みやすい誌面にすることを目的としている。 
また、企画段階からの打合せを行うことにより、専門的な視点での意見の反映とより魅力的で市民

目線の誌面構成を目指す。 
 
(2) 内容 

 上記の目的の達成に必要な誌面の構成に係るアドバイス、市から提供するテキスト及び写真等を基

に、誌面構成、レイアウトを行う。 

また、入稿されたデータの調整を行い印刷し、指定する期日に納品する。 

 

(3) 期間 

  契約締結の日から令和 8年 3月 31 日までとする。（令和 7年 5月号から令和 8年 4月号が対象） 

 
2 誌面の制作方針 

  制作に当たっては、以下の項目を基本方針とする。 

  ・幅広い世代の市民が読むことに適したデザイン、フォント、色調 

  ・興味や関心をもってもらえる工夫 

・伝えたい情報がきちんと伝わる構成 

 

3 データ仕様 

 本業務によって制作されたデータを元に、市でテキストや画像の挿入や再調整を行い、誌面を制作

する。データの作成にあたっては、以下の環境で再現・編集可能なデータとする。 
 

(1) 編集アプリケーション Adobe InDesign CC または Adobe Illustrator CC 

(2) フォント Windows に標準装備されているフォント及び MORISAWA 

PASSPORT により提供されているフォントで UD フォン

トを使用 
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4 制作する広報誌の仕様 

  本業務で作成する広報誌の仕様は以下のとおり。 
 

(1)判型 A4 

(2)頁数 基本 28 ページ 4ページ単位での増減あり 

(3)刷色 4 色カラー 

(4)発行回数 月 1回（5月号～4月号 計 12 回） 

(5)業務スケジュール 下記、「6 標準業務工程」のとおり 

(6)掲載内容 ①表紙 

②目次 

③重要施策・ニュース 

④特集（毎号 4～7ページ程度） 

⑤特設（不定期掲載、1～2ページ） 

⑥募集・告知・イベント情報等 

⑦その他 

 

5 制作範囲 

「4 制作する広報誌の仕様」における「④特集」と「⑤特設」について制作する。 

「⑤特設」は毎月ではなく、不定期に発生する。 

 

6 標準業務工程 

 標準業務工程は以下のとおり。ただし、暦の都合に変動するため、①スケジュール確認で調整する。 
 委託事業者 市（秘書広報課） 

前々月25日頃 

 

前月 3日頃 

前月 9日頃 

前月 12 日頃 

前月 14 日頃 

前月 16 日頃 

前月 20 日頃 

当月 1日頃 

①スケジュール確認 

特集案打合せ（レイアウト助言） 

③特集ページ作成開始 

④第 1稿納品 

⑥第 1稿修正開始 

⑦第 2稿納品 

①スケジュール確認 

特集内容打合せ（企画提示） 

②特集用素材提供 

 

⑤第 1稿修正依頼（レイアウト校正） 

 

⑧第 3稿（文字校正） 

⑨最終稿 入稿 

⑩配布 
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7 制作データの納品 

 本業務で制作したデータについては、データ（3 データ仕様に基づく）を電磁媒体（CD-R、DVD-R、

HDD 等）に保存し納品又はインターネット経由で納品する。 

 

8 著作権 

(1) 本業務で作成した全てのデータ（テンプレート中のアイコン・イラスト等も含む）の一切の著作

権は、市に帰属し、契約終了後、その利用についていかなる金銭の授受も発生しないものとする。 

(2) 市は、本業務において納品された全てのデータについて、必要に応じ加工・修正及び第三者に提

供できるものとする。 

 

広報紙の印刷業務について 

 

9 型版、紙質、刷色、ページ数 

(1) A4 判縦、右綴じ左開き。 

(2) 紙はマットコート紙（A列原紙 44.5kg）とする。 

(3) 4 色刷りとする。 

(4) 最低 20 ページ/月とする。 

 

10 印刷部数、印刷物の納品 

(1) 行政区等ごとに梱包し、納品すること。 

(2) 令和 7 年 1月 30 日現在の行政区及び行政区等ごとの配布枚数は別添のとおり。 

(3) 配布部数が 100 部を超える行政区については、100 部の束と端数とすること。 

(4) 梱包ごとに町名、行政区名、梱包部数を記載すること。（同一行政区で複数になる場合は、 

総部数を記載すること。） 

(5) 納品場所は武雄市役所とする。 

(6) 印刷部数の総数、行政区ごとの梱包部数は入稿日に確定する。 

 

11 納品日時 

(1) 毎月１日（１日が土・日の場合は前営業日。土・日・祝日は営業日に含まない。以下同じ。） 

(2) 1 月号のみ 12月 28 日（28 日が土・日の場合は前営業日） 

(3) 上記納品日に、原則、午前 8:30 までに納品すること。ただし、納品場所で異なる場合は別途協

議する。 

 

 

12 入稿及び校正について 

(1) 入稿日は納品日の 6営業日前とする。（納品日前日から起算） 

(2) 仮入稿データをもとに色校用の打ち出しを行い納品する。 

(3) 最終校正日は納品日の 5営業日前とする。（納品日前日から起算） 
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(4) 入稿データはインターネット経由にて受託事業者へ入稿する。 

(5) 入稿するデータは、Adobe InDesign CC または Adobe Illustrator CC を使用し、ページ単位で紙

面を作成したものとする。 

(6) 受託業者が保有しないフォントセットについては、アウトライン化してからの入稿となる。 

(7) 入稿したデータが正しく取り込まれているかを確認するため、受託業者による出力校正を行う。 

(8) 出力校正後の修正は原則、受託事業者で行うものとする。 

 

13 入稿データの製作環境 

使用する端末やソフト等は下記のとおり。ただし、年度途中で変更する可能性がある。 

・使用する OS：Windows 11 pro 

・保有ソフト：Adobe InDesign CC、Adobe Illustrator CC、Adobe Photoshop CC 

・主に使用するフォント：モリサワ A-OTF UD 新ゴ Pro、モリサワ A-OTF UD 新 NT Pro、ヒラギノ UD

角ゴ、ヒラギノ UD新ゴ、ヒラギノ UD 明朝 

・その他の保有フォント：morisawa passport 

 



（別添）

広報武雄2月号配布枚数一覧 2025/1/30 現在

武雄 650 二俣 23 川古山中 28 北永野 63 犬走 132 焼米 140

上西山 780 沖永 36 中山 21 南永野 160 踊瀬 78 追分 240

下西山 720 鳴瀬 60 御所 36 内田 231 永尾 94 掛橋 240

竹下町 102 釈迦寺 43 永野 10 袴野 105 鳥海 185 木の元 330

新町 61 片白 40 上宿 66 宇土手 141 三間坂 680 高野 360

本町 84 南片白 86 皿宿 55 計 700 船の原 170 久津具 65

宮野町 88 大日 35 下村 69 今山 119 北方 270

蓬莱町 20 納手 54 川内 50 矢筈 47 下黒髪 72 馬神 85

内町 73 潮見 28 附防 43 神六 45 大野 280 浦田 95

桜町 53 上野 164 菅牟田 18 庭木 105 宮野 467 西杵 320

永松 145 小野原 63 黒岩 20 高瀬 130 立野川内 435 東宮裾 96

西浦 133 南楢崎 80 百堂原 30 弓野 60 住吉団地 13 西宮裾 120

松原 110 北楢崎 60 宿 26 小田志 133 上戸 4 杉岳 19

中町 62 計 772 原 32 計 520 計 2,729 白仁田 10

八並 360 本部山中 17 大渡 30

川良 1,372 甘久 970 計 521 蔵堂 29

小楠 680 高橋 160 各束の冊数 永池 15

花島 451 南上滝 260 東梅野 81 椛島 37

永島 740 北上滝 127 梅野 75 芦原 65

溝ノ上 29 中野 595 西梅野 73 医王寺 85

昭和 400 黒尾 90 東真手野 208 計 2,651

天神 335 繁昌 50 西真手野 104

計 7,448 川上 194 柚ノ木原 74

計 2,446 多々良 62

計 677

各小中学校
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